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1 KT-180106 - A 鋼板欠損探査装置
横波超音波(SH波)を用いて鋼板の表裏面の腐食やき
ず等の欠損を探査する装置 技術概要 1 発表資料 3

2 QS-210009 - A
中圧噴射機械攪拌工法(MITS
工法CMS-ICTシステム)

ICT対応高機能バックホウタイプ地盤改良機を用いた
中圧噴射攪拌による変位低減型地盤改良工法 技術概要 10 発表資料 12

3 QS-210060 - A
高耐久材料を用いた薄型・軽量
な歩道床版「ESCON歩道床版」

ESCON製歩道用プレキャストRC床版 技術概要 20 発表資料 22

4 KT-210092 - A
デジタルカメラ三次元計測シス
テムPIXXIS2

CADと連携する土木・鋼構造向け高精度三次元デジ
タルカメラ計測システム 技術概要 30 発表資料 32

5 QS-200056 - A
水中ポンプ自動制御ユニット
(オートポンプユニット)

水中ポンプに取り付けることにより水位による運転ｰ
停止の自動制御が可能となるユニット 技術概要 51 発表資料 53

6 HK-220001 - A CSドレーン工法
プラスチックボードドレーン工法のドレーン材地中残置
深度の管理手法 技術概要 61 発表資料 63

7 CG-210016 - A
耐震耐風目隠し通風フェンス（カ
クスルー）

耐震耐風設計を施しJIS準拠荷重試験及び衝撃試験
に合格した、防犯・プライバシー保護及び立入防止目
的で設置する全方向100％目隠し通風アルミフェン
ス。

技術概要 74 発表資料 76

8 KT-200003 - A 円形鋼管切梁「Circular Strut」
X(強軸)-Y(弱軸)方向に関わらず断面性能が一定の
円形鋼管を用いた切梁 技術概要 82 発表資料 84

9 KT-210038 - A
ハイパーボラード（耐衝撃性車
止めポール）

抵抗本数1本で一定の耐衝撃性能を有するボラード 技術概要 94 発表資料 96

10 KT-210104 - A
ワイヤロープ式防護柵用支柱カ
バー

ワイヤロープ式防護柵支柱に二分割で容易に取付け
できる視認性向上着色高輝度支柱カバー 技術概要 106 発表資料 108

11 TH-160010 - VR 吸水性泥土改質材 「ワトル」 改質材の吸水効果による泥土の即時改良 技術概要 118 発表資料 120

12 KT-130010 - VE
フル・ファンクション・ペーブ
(FFP)

防水機能や凍結抑制機能を併せ持つ多機能型排水
性舗装 技術概要 129 発表資料 131

13 KT-200075 - A ハイドロスタッフ工法 プラスチック製雨水地下貯留浸透工法 技術概要 145 発表資料 147

14 KK-220014 - A STEP-IT工法
先端スクリューを用いた軟弱地盤処理工における静
的締固め工法 技術概要 155 発表資料 157

15 KT-220032 - A
後付衝突警報及び車線逸脱警
報装置「モービルアイ」

建設機械車両の後付衝突警報及び車線逸脱警報装
置 技術概要 165 発表資料 167

16 KK-220028 - A フラットバー付敷鉄板
斜面対応の段差付敷鉄板で、経済性・施工性の向
上、工程短縮及び産業廃棄物の削減に繋がる。 技術概要 175 発表資料 177

17 QS-200063 - A
枯れにくく走行・歩行しやすい芝
生舗装「ハニカムグリーン」

車や人の荷重を分散させて芝生を守る保護材と保水
性や透水性に優れる多孔質礫質土壌を使った路面緑
化技術

技術概要 183 発表資料 185

18 CB-120037 - VE 水圧四面梁
矢板設計の開削工事で使用する土留機材で、腹起材
が伸縮する事により、妻方向、桁方向同時に腹起材と
切梁材を設置する事が出来る。

技術概要 192 発表資料 194
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SHEED
SH-wave Super-sonic Exploration Equipment for Drum by Alphaproduct 

■超音波探傷機Dio-1000LF(SH波回転探査用改造機 )　仕様
重量：本体 0.74kg、Li-ion バッテリー 0.54kg（3.6V、16Ah）
サイズ：224×188×37mm
表示部：TFT 液晶 99×130mm（1,024×768pix）
※1回の充電で 8時間程度使用可能。

採用実績
・国立研究開発法人　日本原子力開発機構様で採用され、原子力学会に論文を発表。
・原子燃料工業株式会社様でテストの後採用、装置一式納入。
・北陸電力（株）志賀原子力発電所等でドラム缶探査。
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担当部署 事務局

担当者 溝口　力

NETIS登録番号
CMS-ICTｼｽﾃﾑ : QS-210009-A
CMS-Sｼｽﾃﾑ   : QS-190020-A 電話番号 0952-64-2331

会社名等 ＭＩＴＳ工法協会 MAIL eigyou3@fujiken-co.jp

技術の概要

４．技術の適用範囲

【ＣＭＳ-Ｓシステム】

国の機関　235件　（九州 100件　、九州以外　135件）　 国の機関　8件　（九州  6件、九州以外 2件）　

自治体　　 965件　（九州　865件　、九州以外　100件）　 自治体 　65件　（九州 61件、九州以外 4件）　

民　 間　　  48件　（九州　　18件　、九州以外　 30件）　 民　 間　　 2件　（九州  2件）　

【ＱＳＪシステム】

国の機関　 83件　（九州　　81件　、九州以外  　2件）　

自治体　　 197件　（九州　188件　、九州以外  　9件）　

民　 間　　　  3件　（九州　　  2件　、九州以外  　1件）　

【ＣＭＳシステム】※ＣＭＳ-ＩＣＴシステム含む

　ＭＩＴＳ工法の地盤改良機は30ｔ未満のバックホウタイプ改良機と小型専用改良機があります。バック
ホウタイプのＣＭＳ（-ＩＣＴ）システムおよびＱＳＪシステムはブーム、アームの可動および旋回により、段
差施工や作業半径が大きい施工が可能です。小型専用改良機のＣＭＳ-Ｓシステムは従来のバックホ
ウタイプよりも大幅な攪拌トルクアップを図り、土質による適用範囲を拡大した新しいシステムです。
　ＣＭＳ（-ＩＣＴ）システムおよびＣＭＳ-Ｓシステムは、攪拌翼による混合とスラリー中圧噴射エネルギー
による土塊の細かい破砕効果を併用することにより、効率良く攪拌混合し品質の高い改良体を造成で
きます。ＣＭＳ-ＩＣＴシステムは、ＣＭＳ地盤改良機をＩＣＴ対応とした新しいシステムで、高精度な平面誘
導と施工履歴情報の一括管理を可能としております。
　ＱＳＪシステムは対象地盤中のコンクリートや転石などの障害物を硅砂を含む高圧噴射削孔水を用い
たアブレシブジェットにより地中障害物を削孔し、一工程で削孔と造成が可能な噴射攪拌工法です。

　近年、深層混合処理工法を用いて、軟弱地盤上での河川改修工事や道路改良工事等が行われるこ
とが増加しています。現地の地形条件や地盤条件によっては、大型機械での施工が難しい箇所も少な
くなく、小型で軽量な機械による施工が望まれています。改良機械の小型化により敷鉄板程度の簡易
な足場で施工でき、かつ狭隘な現場に対応できることと、品質面について、攪拌混合効率の向上により
高品質な改良体が提供できるシステムの確立が必要不可欠となっていました。また、改良を行う地中
には捨石や木杭等の攪拌障害となるものもあり、それらを除去することなく施工を行える噴射攪拌工法
の開発も望まれていました。

　ＣＭＳ（-ＩＣＴ）システム、ＣＭＳ-Ｓシステムは、機械は小型軽量であるが、最大径1600ｍｍの改良体
造成を可能とし、特に粘性土地盤においては、機械攪拌とスラリー中圧噴射攪拌併用により土の共回
り現象が発生せず、低変位施工で高品質な改良体を造成できます。ＩＣＴ施工管理に対応し、杭芯位置
の事前測量や掘起しによる杭頭部の出来形確認作業を省略できるため、全体工程を短縮できます。
　ＱＳＪシステムは、地中障害物が残存し撤去が出来ないような地盤に対して、障害物削孔と引上げ噴
射攪拌改良を一工程で行える特長を生かして特異性のある現場で採用されています。

【ＣＭＳシステム・ＣＭＳ-ＩＣＴシステム】・改良深度25ｍ程度
・適用土質　粘性土Ｎ値10以下、砂質土Ｎ値15以下・改良径500～1600ｍｍ（対象地盤による）
【ＣＭＳ-Ｓシステム】・改良深度25ｍ程度
・適用土質　粘性土Ｎ値15以下、砂質土Ｎ値30以下・改良径800～1600ｍｍ（対象地盤による）
【ＱＳＪシステム】・改良深度23ｍ程度
・適用土質　粘性土c=30kN/m2以下、砂質土Ｎ値15以下・改良径600～1000ｍｍ（対象地盤による）

３．技術の効果

５．活用実績（2022年4月1日現在）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

ＭＩＴＳ工法技術名称

10



ＭＩＴＳ工法　施工模式図

　　　　　　ＣＭＳ（-ＩＣＴ）およびＱＳＪシステムはバックホウタイプ改良機、

　　　　　　ＣＭＳ-Ｓシステムは小型専用改良機を使用します。

　　ＣＭＳ（-ＩＣＴ）システムおよびＣＭＳ-Ｓシステム　施工手順

　　ＱＳＪシステム　施工手順

６．写真・図・表

適用範囲

ＣＭＳ（-ＩＣＴ）システム
改良径 φ500～1600mm
粘性土地盤 N値≦10
砂質土地盤 N値≦15

ＣＭＳ-Ｓシステム
改良径 φ800～1600mm

粘性土地盤 N値≦15
砂質土地盤 N値≦30

ＱＳＪシステム
改良径 φ600～1000mm

粘性土地盤 Ｃ≦30KN/㎡

ＩＣＴ システム管理画面

11
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n�������

op)qp"rstuv

wxyz{|}~ ßyz����|���������������êáâß����|����wxyz���
� �����p�àá�����()� ��"���'�()�� ������  É��¡�¢£

����|����èé�¤¥ ��)¦§¨©ª�«�§¬­®�

������� °̄
16



±²F³´9µ¶·¸9¹±º»¼½ ±²F³´9µ¶·¸9¹±¾»¾¿

ÀÁÂÃFGÄÀÃÅÃÆÇÈÉµ¶ÊË¾ÌÍÍÎÎ

ÏÏÍÍÐ
¾º¿ÍÍ Ñµ¶
ÒÓ

¾ÍÍÍÍ
Ð¾¾Ô

ÍÍ
Ñµ¶

ÒÓ
¾ÍÍÍ ÑÕÖ
ÒÓ¾ÍÍÍ ÑÕÖ

ÒÓ

½ÍÍÍ ÌÌÍÍ

×ØÙ
ÚÛ

×ÜÙ
ÚÛ

ÝÞßàÚ
ÀÁÂÃFGÄÀÃÅÃÆÇÈÉáâµ¶B

ãäå
æç

ãäå
æç

èéê²Fë
ÀÁÂÃFGÄÀÃÅÃÆÇÈÉµ¶ÊË¾ÌÍÍÎÎèéê²Fë

ìíîïÇÈÉÊ

ðñ¬­òrópôõ®ö÷øv ðñ¬­¬Éù�òú{|}~

ûäürñýþûüv

�ñðñ� �����

������� ¯̄

��
	

��

�
��
��

����� 	���� 		��� ���� 	��� ���� 
��� ���� ����� �	��� ����� �
��� ����� 	���� 		��� ���� 	��� ���� 
��� ���� ����� �	��� ����� �
��� ����� 	���� 		���

��ã
äåæ

���
�

����������

åæçØÙT !	åæçØÙT !
åæçØÙT !�

"#$%
Ö&'()Ñ*+²FÓ

,-./0
1Ö&'()Ñ2+²FÓ

3ã¬­�4ç¬5
Ä6

½»ÍÍ

½»¾Ì

Í7

Ñº¾¾ÓÑº»¾ºÓ
º»Ï¼

¿»Íº

¿»¾Í

¿»ºÔ

¿»¿Ì

¼»Ï¿
º»ºÍ

º»¿Ï

º¼¼

¼»¿Ô

¼»¿º

¾¿ÍÍ º½ÍÍ

¾¾

¾º

¾½

¾¼

¾¿

¾Ì

¾7

¾Ô

89»Ì 89»7

¼

¿

º

¾

7

Ì

½

¾Í
Ï
Ô

ÜÙÚãäåæç
ÀÁÂÃFGÄÀÃÅÃÆÇÈÉáâµ¶B

ºÎÎÑ:ØºÎÎÓÀÁÂÃFGÄÀÃÅÃÆÇÈÉµ¶ÊË¾ÌÍÍÎÎèéê²Fë
Àµ

ÔºÍÍ

¼ÎÎÑ;<ºÎÎÓ
¼ÎÎÑ;<ºÎÎÓ
¾ÎÎÑ;<¾ÎÎÓ
ºÎÎÑ:Ø¾ÎÎÓ

¾ÎÎÑ;<ÍÎÎÓ
¾ÎÎÑ;<ÍÎÎÓ
ÍÎÎÑ;<ÍÎÎÓ
¾ÎÎÑ;<ÍÎÎÓ
ÍÎÎÑ;<ÍÎÎÓ

ØÙÚãäåæç

ØÙ86»¾

ØÙ86»º

ØÙ86»¿

ØÙ86»¼

ØÙ86»½

ÜÙ86»¾

ÜÙ86»º

ÜÙ86»¿

ÜÙ86»¼

ÜÙ86»½

ÝÞß
àÚ×

ØÙÚ
Û

ÝÞß
àÚ×

ÜÙÚ
Û

ÔºÍÍÌÌÍÍ½ÍÍÍÌ7ÍÍ¾¿ÍÍ¾¾ÍÍ

º½ÍÍ

¾Ï

ãäü

ß=>¬­?@ABCDEEßìíîFGHIABJÇÈç�3ã¬­AEEßDsçK4LM�DNOÇÈç�3ã¬­JEE� PQRASEETUVw�RAWEETXYRZEE�[\R]^§ÇÈ_`rabc¬­v
dFefgh�ij

������� )̄
17



k8�Í ¾Í ºÍ ¿Í ¼Í ½Í
Íl¼½

º
Íl¼½
Íl¼½
Íl¼½
Íl¼½
Íl¼½
Íl¼½
Íl¼½
¾
Íl¼½
º

º½
Ô
7

½ÍlºÌ

Í
¾
º
¿
¼
½
Ì
7
Ô
Ï
¾Í
¾¾
¾º
¾¿
¾¼
¾½
¾Ì
¾7
¾Ô
¾Ï

mnopoqrst

uvw

xyz{|���}�����¡~�����¡�ï����

ß>�AIZWE���¡�ï�������ß��~���SI����W��ß�����§�ò[\���)����
Ï̄�������

�
	
�


�
��
�	
��
�

��

� 	��� ���� 
��� ����

µ¶·
¸��

p��
���

��?��������T��	�
86»Ô¼Ñ ¡¿Í¢Ó86»ÔÏÑ ¡¿Í¢Ó

£¤¥¦§̈©©¦ª«¬ ­
��¡�®¯x°�±	�²³

Ð =́µ�>ÅRpPQRS�

¶·¶·

i̧5�@?C =́µ�>ÅRpPQRS�}O~j�¹ûº»ÅvT¼½k¡¢PQ��CvTh¾~¿ ûÀóï¼kÁV÷¶ÂÃ�X·ûvT´h34jÝ

Þ̄�������

18



ÄÅÆÇÈÉRS¤¥¦§��̈ û̈Ê�Ë¦õ�ÌÍÎ̈ Ïûj´¸5Ð¦òóôü¦§̈ûRSôü¦ṏûÑÒü���Ñû�þ�=vT
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技 術 概 要 

技術名称 
高耐久材料を用いた薄型・軽量な歩道床版

「ESCON歩道床版」 

担当部署 ESCON技術開発部 

担当者 小林 裕貴 

NETIS登録番号 QS-210060-A 電話番号 03-3340-5564 

会社名等 株式会社エスイー MAIL yuki_kobayashi@se-corp.com 

技術の概要 ↓ESCONホームページ↓

１．技術開発の背景及び契機 

橋側歩道橋、横断歩道橋等の床版は従来、鋼製デッキプレート床版（波板鋼板上に普通

コンクリートを現場打設した床版）が多く用いられています。現在多くの鋼製デッキプレ

ートでは腐食による劣化が進行しており、また、それに伴う腐食片の落下による第三者被

害が懸念されています。そのような背景から国土交通省でも軽量・高耐久で維持管理コス

トが低減できる新しい床版補修技術の公募を行っています。 

２．技術の内容 

本技術は高強度繊維補強コンクリート製の歩道用プレキャストRC床版です。高強度・高

耐久という特長を持つ繊維補強コンクリート「ESCON」の使用により、床版の耐久性が向上

し、長寿命化が期待できます。また、高強度を活かし既設床版と比較し薄型・軽量と出来

るため、施工性の向上が期待できます。 

ESCON歩道床版の適用事例(左：跨線橋、右：張り出し歩道) 

３．技術の効果 

・耐久性に優れたESCONの使用により床版の長寿命化が期待できます。 

・海岸地域や融雪剤散布地域などの高腐食環境下においても使用できます。 

・既設床版と比較し、薄型・軽量とできるため、施工性の向上が期待できます。 

・補強繊維の効果により、コンクリート片剥落の懸念が小さくなります。 

・プレキャスト製品であるため、コンクリート現場打ち等の作業工程を省略でき、工期の

短縮が図れます。 

４．技術の適用範囲 

・歩道用床版の新設、あるいは、更新に適用できます。 

・様々な橋長、支間長、床版形状に対応できます。 

・ラフタークレーン、またはフォークリフトによる架設が可能です。 

５．活用実績（2022年11月2日現在） 

自治体2件(九州2件) 
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６．写真・図・表 

※上表は標準寸法。別途条件に応じた寸法にすることが可能です。 

ESCON歩道床版構造(標準) 

スタッドジベル設置 桁上フランジにシール材を設置 床版架設、調整 

ジベル孔に無収縮モルタルを充填 目地部に無収縮モルタルを充填 床版設置完了

施工手順(例) 

試験実施状況 

タイプ 支間長 

L1 

張り出し長

L2 

有効幅員 

L3 

全幅 

L 

重量 

(mm) (kg) 

① 1,000 450 1,500 1,900 439 

② 1,500 650 2,000 2,800 625 

③ 2,000 400 2,000 2,800 625 

④ 2,000 650 2,500 3,300 727 

・床版構造------プレキャストRC床版 

・材  料------ESCON 

・版  厚------80mm 

中性化深さ 平均19.4mm         普通コンクリート 

【促進中性化試験結果（52週）】 

中性化深さ 平均0.0mm               ESCON 

【透気試験結果】 

中性化 

領域 

中性化 

無し 
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担当部署
知的生産統括部
　システムエンジニアリング部

担当者 SoftBridge株式会社　高口昇

NETIS登録番号 KT-210092-A 電話番号 06-6648-8244

会社名等
MHIパワーエンジニアリング株式会
社、 SoftBridge株式会社

MAIL PIXXIS@softbridge.co.jp

技術の概要

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2022年4月1日現在）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

デジタルカメラ三次元計測シス
テムPIXXIS2

技術名称

近距離写真測量（Close Range Photogrammetry）と呼ばれる高精度な３次元計測分野がある。計測
ターゲットを計測位置に貼り付け多視点から撮影する方法がとられるが、ターゲットの貼り付け作業が
煩雑となることがこの手法の課題となっていた。また、計測データから製作図面を作成する場合は、計
測点データをcsvファイル等に変換後、三次元CADに取り込み、計測点を結ぶ線分などの図形を作成
する必要があった。そこで従来の近距離写真測量システムに写真に写る構造物のエッジを認識させる
ことで計測ターゲットを不要とし、写真上の計測点を見ながら作図データを作成することで作業の効率
化を図るシステムを開発することにした。

三次元計測作業をトータルステーション計測作業からカメラ撮影作業に変えた。
計測位置を認識させるシールターゲット貼り付け作業が、部材端部やボルト孔、フランジではエッジ認
識させるとこで、貼り付け作業が不要となった。
三次元CAD図の作図作業を写真上で計測点を見ながら作業する方法に変えた。

カメラ撮影に変えたことにより、計測作業が簡単になる。また測量技術者を必要としなくなる。
エッジ認識に変えたことにより、シールターゲットの貼り付け作業が低減する。
エッジ交点を自動的に求めることができるので、人による交点位置へのターゲット貼り付け精度のばら
つきが低減される。
写真上で計測点をチェックする方法に変えたことにより、作図作業時間が短縮される。
また、計測位置や方向を記載した用紙等を一緒に撮影することで図面の天地左右の取り間違いや、類
似形状が多い場合の取り間違いを防ぐことができる。
エッジ認識技術により写真上で計測点の追加や位置修正が行えるようになった。

一回の撮影に使用できるコードターゲット（写真を繋ぐために計測対象物と周囲にばらまいて設置す
る）数は200枚まで。例えば、計測対象物から5m離れて撮影する場合、一度に計測可能な範囲は高さ
3m×幅25m×奥行１ｍ程度。撮影枚数は150枚程度となる。
計測対象物から撮影カメラまでの被写体撮影距離は、1m～12m。(ストロボの光が届く範囲)
高さ方向が5m以上ある場合は、撮影仰角は60度以内。
使用するデジタルカメラの画素数は本技術指定カメラで1000万画素以上。

国の機関　16件（九州　7件、九州以外　7件）
その他公共機関　16件（九州6件、九州以外10件）
民間2件
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処理フロー図 ボルト孔エッジ抽出例

エッジ交点抽出例

三次元CAD出力例

耐震補強施工例

６．写真・図・表
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